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高島市文化協会役員研修・交流会

高島文化フェスティバル

　高島市文化協会の組織力強化と親睦を目的に役員研修・交流会を開催しています。
　日頃見れない芸術の鑑賞と一日の行動を同じにし、支部やクラブの垣根を越えた会員の方々と交
流し親睦を図っています。今後は他市町の文化祭の見学や文化協会との交流を図っていきたいと考
えています。

　高島市文化協会の役員は、高島文化フェスティバル実行委員会に参画し、企画から運営に積極的に携
わっています。舞台発表や作品展示には各クラブが参加し、市内の文化芸術で活動している方々との交
流の場となっています。

九月花形歌舞伎
あらしのよるに
（京都四條南座）

おもしろハッピー落語会
in 彦根

（ひこね市文化プラザ）
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　市内の小中学生を対象に、伝統文化に触れ親しむ機会の充実を図
り、子どもたちの豊かな感性や思いやりの心を育み文化振興の担い
手として育成するために始まった子ども文化教室。夏休み期間を中
心に、クラブ員やクラブ講師の協力を得て、市教育委員会と共催で
開催しています。

　高島市内に在住・在勤の方を対象に、クラブが主体となって各
種初心者・講座を開催しています。クラブへの加入促進の一助と
して、また、生涯学習の機会
を創出し市民文化の醸成と
育成を図ることを目的とし
ています。

伝統文化を未来へ

伝統文化に触れる

高島市文化協会　子ども文化教室

高島市文化協会
　　初心者教室・講座

きもの着装教室

短歌教室レザークラフト教室

和太鼓教室

日本舞踊教室 生け花教室



31

文協たかしま

　平成22年に第１号を発行して以来、毎年１～２回、文化協会の催事案内・報告、各支部や所属団体の活動紹介
等をタイムリーに掲載して広報活動を行っています。
　この広報誌は、所属会員への配布と各公民館等に設置しているほか、文化協会のホームページに掲載してい
ます。



高島市文化協会　組織図

理　事　会 総会（評議員会）

三　役　会顧　　　問

専門委員会

事　務　局
高島市安曇川町田中��番地
（安曇川公民館内）

《執行機関》 《議決機関》

会　長　１名

監　　事

美術部門

副会長　２名

常務理事　１名
（事務局長兼務）

�� 名以内 評議員 ��名以内
会長・副会長
理事・常務理事

（評議員互選　２名）

��団体

音楽部門
��団体

伝統音楽部門
��団体

芸能部門
��団体

教養部門
�団体

生活文化部門
��団体

各支部長　６名
各部門長　６名
常務理事　１名

各支部から２名以内
各部門から２名以内

マキノ支部 朽木支部
��団体 ４団体

今津支部
��団体

安曇川支部
��団体

高島支部
��団体

新旭支部
��団体
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（令和 �年 �� 月現在）



高島市文化協会　歴代正副会長名簿

第１期 会　長　大西　巌（マキノ支部長）　
副会長　山方　曙一（新旭支部長）・中江　重二（安曇川支部長）（平成17・18年）

第２期 会　長　大西　巌（マキノ支部長）　
副会長　山方　曙一（新旭支部長）・前川　嘉雄（今津支部長）（平成19・20年）

第３期 会　長　大西　巌（マキノ支部長）　
副会長　伊庭　孝（高島副支部長）・大鉢　佳子（朽木支部長）（平成21・22年）

第４期 会　長　村上　稔治（高島支部長）　
副会長　藤橋　市子（今津支部長）・中川　加津子（安曇川支部長）（平成23・24年）

第５期 会　長　齋藤　道夫（安曇川支部長）　
副会長　大石　幸夫（新旭支部長）・玉垣　多美枝（朽木支部長）（平成25・26年）

第６期 会　長　大石　幸夫（新旭支部長）　
副会長　金田　群子（高島支部長）・平島　昭（生活文化部門長）（平成27・28年）

第７期 会　長　藤原　勝（今津支部長）　
副会長　伊香　悦子（安曇川支部長）・足立　憲一（伝統音楽部門長）（平成29・30年）

第８期 会　長　早藤　甚五郎（高島支部長）　
副会長　伊庭　盟代（安曇川支部長）・原田　美代子（教養部門長）

第９期 会　長　峯森　清嗣（マキノ支部長）　
副会長　川邊　研一（新旭支部長）・伊庭　盟代（芸能部門長）（令和3・4・5年）

第 10 期 会　長　伊香　悦子（音楽部門長）　
副会長　峯森　清嗣（マキノ支部長）・海老澤　文代（朽木支部長）（令和6・7年）

※敬称略
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高島市文化協会規約

（名称および事務所）
第１条　この協会は、高島市文化協会（以下「本会」という。）と称し、事務所を高島市安曇川町田中８９番地　
　安曇川公民館内に置く。
（目的）
第２条 本会は、高島市の文化団体（以下「クラブ」という。）の相互の交流と連携を深めながら、文化活動の推進
　力となって、市民文化の向上を図ることを目的とする。
（事業）
第３条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　⑴　地域文化の振興に関すること。
　⑵　団体相互および他団体との交流に関すること。
　⑶　文化・芸術の発表に関すること。
　⑷　文化情報の調査・研究および広報活動に関すること。
　⑸　他の機関の事業の協賛ならびに後援に関すること。
　⑹　その他、本会の目的達成に必要なこと。
（組織）
第４条　本会は、第２条の目的に賛同する高島市内のクラブをもって組織する。
２　本会に、次の支部を置く。
　⑴　マキノ支部
　⑵　今津支部
　⑶　朽木支部
　⑷　安曇川支部
　⑸　高島支部
　⑹　新旭支部
３　本会に、次の部門を置く。
　⑴　美術部門
　⑵　音楽部門
　⑶　統音楽部門
　⑷　芸能部門
　⑸　教養部門
　⑹　生活文化部門
（入会および退会）
第５条　本会の会員は、第２条の目的に賛同して入会したクラブとする。
２　本会へ入会しようとするクラブは、入会申込書（様式第１号）を会長に提出し、理事会の承認を得なければ
　ならない。
３　本会を退会しようとするクラブは、退会届（様式第２号）を会長に提出しなければならない。
４　会員のうち、前項に規定する届出が無い場合において、２年以上会費の納入が無いときは、退会したもの
　とみなす。
　（会費）
第６条　会費は、各クラブの構成員一人につき、年額５００円とする。
２　各クラブは、前項に定める額を構成員から徴収し、会長が指定する日までに納入しなければならない。
３　年の途中において、クラブの構成員になった者の会費は、第１項に定める額とし、納入された会費は返還
　しない。
（役員）
第７条　本会に次の役員を置く。
　⑴　会　長　　　　１名
　⑵　副会長　　　　２名
　⑶　常務理事　　　１名

　⑷　理　事　　　１２名以内
　⑸　評議員　　　２４名以内
　⑹　監　事　　　　２名
２　前項第３号の役員は、事務局長をもってこれに充てる。
３　第１項の役員のほか、必要に応じて顧問を置くことができる。
４　顧問は、理事会および評議員会（以下「総会」という。）に出席し、意見を述べることができる。
（役員の選出）
第８条　本会の役員は、次により選出する。
　⑴　会長および副会長は、理事の中から総会において選出する。
　⑵　理事は、各支部および各部門からそれぞれ１名ずつを選出し、各支部から選出された理事は支部長を、
　　各部門から選出された理事は部門長をそれぞれ兼ねるものとする。
　⑶　評議員は、各支部および各部門からそれぞれ２名ずつを選出する。ただし、特別な理由のあるときは１
　　名でも可とする。
　⑷　監事は、評議員の互選による。
（役員の任務）
第９条　本会の役員の任務は、次のとおりとする。
　⑴　会長は、本会を代表し、会務を総括する。
　⑵　副会長は、会長を補佐し、会長に事故のある時は職務を代行する。
　⑶　常務理事は、本会の日常の業務を掌理する。
　⑷　理事は、事業を企画し、会務を執行する。
　⑸　評議員は、本会の会務に関する必要事項を審議し、会長に対し必要と認める事項について具申する。
　⑹　監事は、本会の事業および会計を監査し、総会に報告する。
（役員の任期）
第１０条　役員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員により補充された役員の任期は、前任者の残
　任期間とする。
（本会の会議）
第１１条　本会の会議は、総会、理事会、三役会、支部会ならびに部門会とする。
２　会議は、構成員の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数をもって決定する。ただし、可否同数の場
　合は、議長の決するところによる。
３　書面をもって他の出席者に委任したものは、出席者とみなす。
（総会）
第１２条　総会は、次の事項について審議決定する。
　⑴　事業計画および予算・決算に関すること。
　⑵　役員の選出に関すること。
　⑶　規約の改正に関すること。
　⑷　その他会長が特に必要と認めた事項
２　会長は、必要に応じて会議を招集し、その議長は、評議員の互選により選出するものとする。
（理事会）
第１３条　理事会は、第７条に定める会長、副会長、常務理事および理事で構成し、次の事項について審議する。
（１）総会提出議案に関すること。
（２）会務の執行に関すること。
２　会長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。　
（三役会）
第１４条　三役会は、第７条に定める会長、副会長、常務理事で構成し、次の事項について審議する。
　⑴　理事会提出案件に関すること。
　⑵　会務の執行に関すること。
２　会長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。
（支部会）
第１５条　支部会は、第４条に定める各支部に所属するクラブの代表者から選出された第２項に定める役員
　で構成し、支部毎に行う。
２　支部会に次の役員を置く。
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（名称および事務所）
第１条　この協会は、高島市文化協会（以下「本会」という。）と称し、事務所を高島市安曇川町田中８９番地　
　安曇川公民館内に置く。
（目的）
第２条 本会は、高島市の文化団体（以下「クラブ」という。）の相互の交流と連携を深めながら、文化活動の推進
　力となって、市民文化の向上を図ることを目的とする。
（事業）
第３条　本会は、第２条の目的を達成するため、次の事業を行う。
　⑴　地域文化の振興に関すること。
　⑵　団体相互および他団体との交流に関すること。
　⑶　文化・芸術の発表に関すること。
　⑷　文化情報の調査・研究および広報活動に関すること。
　⑸　他の機関の事業の協賛ならびに後援に関すること。
　⑹　その他、本会の目的達成に必要なこと。
（組織）
第４条　本会は、第２条の目的に賛同する高島市内のクラブをもって組織する。
２　本会に、次の支部を置く。
　⑴　マキノ支部
　⑵　今津支部
　⑶　朽木支部
　⑷　安曇川支部
　⑸　高島支部
　⑹　新旭支部
３　本会に、次の部門を置く。
　⑴　美術部門
　⑵　音楽部門
　⑶　統音楽部門
　⑷　芸能部門
　⑸　教養部門
　⑹　生活文化部門
（入会および退会）
第５条　本会の会員は、第２条の目的に賛同して入会したクラブとする。
２　本会へ入会しようとするクラブは、入会申込書（様式第１号）を会長に提出し、理事会の承認を得なければ
　ならない。
３　本会を退会しようとするクラブは、退会届（様式第２号）を会長に提出しなければならない。
４　会員のうち、前項に規定する届出が無い場合において、２年以上会費の納入が無いときは、退会したもの
　とみなす。
　（会費）
第６条　会費は、各クラブの構成員一人につき、年額５００円とする。
２　各クラブは、前項に定める額を構成員から徴収し、会長が指定する日までに納入しなければならない。
３　年の途中において、クラブの構成員になった者の会費は、第１項に定める額とし、納入された会費は返還
　しない。
（役員）
第７条　本会に次の役員を置く。
　⑴　会　長　　　　１名
　⑵　副会長　　　　２名
　⑶　常務理事　　　１名

　⑷　理　事　　　１２名以内
　⑸　評議員　　　２４名以内
　⑹　監　事　　　　２名
２　前項第３号の役員は、事務局長をもってこれに充てる。
３　第１項の役員のほか、必要に応じて顧問を置くことができる。
４　顧問は、理事会および評議員会（以下「総会」という。）に出席し、意見を述べることができる。
（役員の選出）
第８条　本会の役員は、次により選出する。
　⑴　会長および副会長は、理事の中から総会において選出する。
　⑵　理事は、各支部および各部門からそれぞれ１名ずつを選出し、各支部から選出された理事は支部長を、
　　各部門から選出された理事は部門長をそれぞれ兼ねるものとする。
　⑶　評議員は、各支部および各部門からそれぞれ２名ずつを選出する。ただし、特別な理由のあるときは１
　　名でも可とする。
　⑷　監事は、評議員の互選による。
（役員の任務）
第９条　本会の役員の任務は、次のとおりとする。
　⑴　会長は、本会を代表し、会務を総括する。
　⑵　副会長は、会長を補佐し、会長に事故のある時は職務を代行する。
　⑶　常務理事は、本会の日常の業務を掌理する。
　⑷　理事は、事業を企画し、会務を執行する。
　⑸　評議員は、本会の会務に関する必要事項を審議し、会長に対し必要と認める事項について具申する。
　⑹　監事は、本会の事業および会計を監査し、総会に報告する。
（役員の任期）
第１０条　役員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、欠員により補充された役員の任期は、前任者の残
　任期間とする。
（本会の会議）
第１１条　本会の会議は、総会、理事会、三役会、支部会ならびに部門会とする。
２　会議は、構成員の過半数の出席をもって成立し、出席者の過半数をもって決定する。ただし、可否同数の場
　合は、議長の決するところによる。
３　書面をもって他の出席者に委任したものは、出席者とみなす。
（総会）
第１２条　総会は、次の事項について審議決定する。
　⑴　事業計画および予算・決算に関すること。
　⑵　役員の選出に関すること。
　⑶　規約の改正に関すること。
　⑷　その他会長が特に必要と認めた事項
２　会長は、必要に応じて会議を招集し、その議長は、評議員の互選により選出するものとする。
（理事会）
第１３条　理事会は、第７条に定める会長、副会長、常務理事および理事で構成し、次の事項について審議する。
（１）総会提出議案に関すること。
（２）会務の執行に関すること。
２　会長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。　
（三役会）
第１４条　三役会は、第７条に定める会長、副会長、常務理事で構成し、次の事項について審議する。
　⑴　理事会提出案件に関すること。
　⑵　会務の執行に関すること。
２　会長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。
（支部会）
第１５条　支部会は、第４条に定める各支部に所属するクラブの代表者から選出された第２項に定める役員
　で構成し、支部毎に行う。
２　支部会に次の役員を置く。
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　⑴　支部長　　　１名
　⑵　副支部長　　２名
３　支部長は、上記のほか、必要に応じて、支部委員を置くことができる。
４　支部長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。
５　支部会は、次の事項を協議する。
　⑴　理事（支部長）および評議員の選出
　⑵　本会の活動に必要な事項
　⑶　地域サポーターを置くことの可否
（部門会）
第１６条　部門会は、第４条に定める各部門に所属するクラブの代表者から選出された第２項に定める役員
　で構成し、部門毎に行う。
２　部門会に次の役員を置く。
　⑴　部門長　　　１名
　⑵　副部門長　　２名
３　部門長は、上記のほか、必要に応じて、部門委員を置くことができる。
４　部門長は、必要に応じて会議を招集し、その議長となる。
５　部門会は、次の事項を協議する。
　⑴　理事（部門長）および評議員の選出
　⑵　本会の活動に必要な事項
　（事務局）
第１７条　本会の事務を処理するため事務局を置く。
２　事務局に、事務局長および事務局員をそれぞれ１名置き、会長がこれを任免する。
３　事務局に関する規程は、会長が理事会に諮って別に定める。
（専門委員会）
第１８条　本会に、必要に応じて専門委員会を設けることができる。
２　専門委員会に関し必要な事項は、会長が別に定める。
（会計）
第１９条　本会の会計年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までとする。　　
２　本会の経費は、会費、補助金、寄付金、その他の収入をもって充てる。
（委任）
第２０条　この規約に定めるもののほか、必要事項は理事会に諮って会長が別に定める。
　　付　則
　（施行期日）
１　この規約は、平成２５年４月１日から施行する。　
（経過措置）
２　この規約の施行の日の前日までに、廃止前の高島市文化協会規約の規定によりなされた処分、手続その他
　の行為は、この規約による改正後の高島市文化協会規約の相当規定によりなされたものとみなす。
　　付　則
第１条　協会事務所を、安曇川公民館内に置く。
　（施行期日）
１　この規約は、平成２６年４月７日から施行する。　
　　　付　則
１　この規約は、令和２年４月２４日から施行する。
　　　付　則
　（施行期日）
１　この規約は、令和３年１月２２日から施行する。
　（読み替え規定）
１　規約第１０条中「役員の任期は２年とし」とあるのは、令和２年度に限り「役員の任期は３年とし」に読み
　替えるものとする。
　　　付　則
１　この規約は、令和４年４月２０日から施行する。
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　高島市文化協会は、平成17年1月の高島市誕生を機に、

旧高島郡6町村の各文化協会が合併し、令和７年４月に設

立２０周年の節目を迎えます。

　これまでの歩みを振り返るとともに、市と文化協会が更

に連携し、伝統文化の継承と文化活動への推進力となり、

市民文化の向上を図るという当協会の在り方を再認識し、

本誌「高島市文化協会設立２０周年記念誌　文協たかしま

特別号」を発行することといたしました。広く文化協会の

活動を知っていただき、多くの市民の皆様に文化に触れて

いたいただく契機になれば幸いです。

　当協会におきましても、これまで引き継がれてきた文化

活動を次代に継承しながら、文化に親しむ環境づくりをさ

らに推進してまいりたいと考えております。

　結びに、本誌発行に際し高島市関係者の皆様ならびに御

寄稿頂きました各所属クラブの皆様に御礼申し上げます。

編 集 後 記

本誌のデータの他、文化情報やイベント告知

などをホームページに掲載しています。

QRコードから
ホームページを
ご覧いただけます

高島市文化協会ホームページ

http://bunkyo-takashima.shiga.jp
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